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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素と、
　ゲート信号を伝達する複数のゲート線と、
　データ電圧を伝達する複数のデータ線と、を含む液晶表示装置であって、
　前記各画素は、
　第１及び第２液晶キャパシタと、
　前記第１液晶キャパシタと連結されている第１端子と、電圧レベルが周期的に変化する
第１維持電極信号または当該第１維持電極信号と位相が反対である第２維持電極信号の印
加を受ける第２端子とを有する第１ストレージキャパシタと、
　前記第２液晶キャパシタと連結されている第１端子と前記第１維持電極信号の印加を受
ける第２端子とを有する第２ストレージキャパシタと、
　前記第２液晶キャパシタと連結されている第１端子と前記第２維持電極信号の印加を受
ける第２端子とを有する第３ストレージキャパシタと、
　前記ゲート線、前記データ線、前記第１液晶キャパシタ、及び前記第１ストレージキャ
パシタと連結されている第１スイッチング素子と、
　前記ゲート線、前記データ線、前記第２液晶キャパシタ、前記第２及び第３ストレージ
キャパシタと連結されている第２スイッチング素子と、を含み、
　前記第１及び第２維持電極信号の電圧レベルは、前記第１及び第２スイッチング素子が
遮断された後に変化する、液晶表示装置。
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【請求項２】
　隣接した画素の前記第１ストレージキャパシタには、前記第１維持電極信号及び前記第
２維持電極信号のうち互いに異なる信号が印加される、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　奇数番目ゲート線に連結された前記第１及び第２スイッチング素子が順次に導通した後
、偶数番目ゲート線に連結された前記第１及び第２スイッチング素子が順次に導通する、
請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第１及び第２維持電極信号は、前記奇数番目ゲート線に連結された前記第１及び第
２スイッチング素子が導通した後、前記偶数番目ゲート線に連結された前記第１及び第２
スイッチング素子が導通する前に電圧レベルが変化し、前記偶数番目ゲート線に連結され
た前記第１及び第２スイッチング素子が導通した後、前記奇数番目ゲート線に連結された
前記第１及び第２スイッチング素子が導通する前に電圧レベルが変化する、請求項３に記
載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１維持電極信号を伝達する複数の第１維持電極線と、
　前記第２維持電極信号を伝達する複数の第２維持電極線と、
　前記複数の第１維持電極線を連結する第１信号線と、
　前記複数の第２維持電極線を連結する第２信号線と、
　前記第１信号線と前記第１維持電極線との間に各々連結されており、前記ゲート信号に
よって導通または遮断される複数の第３スイッチング素子と、
　前記第２信号線と前記第２維持電極線との間に各々連結されており、前記ゲート信号に
よって導通または遮断される複数の第４スイッチング素子と、をさらに含む、請求項１～
４のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１及び第２液晶キャパシタは、第１及び第２副画素電極と共通電極とを含み、
　前記第１及び第２副画素電極の各々は、傾斜方向が互いに異なる少なくとも２つの平行
四辺形の電極片を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第２副画素電極の面積は、前記第１副画素電極の面積よりも大きい、請求項６に記
載の液晶表示装置。
【請求項８】
　複数のゲート線と、
　複数のデータ線と、
　第１及び第２維持電極線と、
　前記ゲート線及び前記データ線と連結されている第１及び第２スイッチング素子と、前
記第１スイッチング素子と連結されている第１液晶キャパシタと、前記第２スイッチング
素子と連結されている第２液晶キャパシタと、前記第１スイッチング素子及び前記第１ま
たは第２維持電極線と連結されている第１ストレージキャパシタと、前記第２スイッチン
グ素子及び前記第１維持電極線と連結されている第２ストレージキャパシタと、前記第２
スイッチング素子及び前記第２維持電極線と連結されている第３ストレージキャパシタと
、を各々含む複数の画素と、を含む液晶表示装置の駆動方法であって、
　前記第１及び第２液晶キャパシタを充電する段階と、
　前記第１維持電極線の電圧を上げ、かつ前記第２維持電極線の電圧を下げて、または、
前記第１維持電極線の電圧を下げ、かつ前記第２維持電極線の電圧を上げて、前記第１液
晶キャパシタの電圧を上昇または下降させる段階と、を含む液晶表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記第１及び第２液晶キャパシタを充電する段階は、
　前記データ線にデータ電圧を印加する段階と、
　前記ゲート線に第１電圧を印加して前記第１及び第２スイッチング素子を導通させるこ
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とによって、前記データ電圧を前記第１及び第２液晶キャパシタに伝達する段階と、
　前記ゲート線に第２電圧を印加して前記第１及び第２スイッチング素子を遮断させる段
階と、を含む、請求項８に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置及びその駆動方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は一般に共通電極及び色フィルターなどが形成されている上部表示板と、
薄膜トランジスタ及び画素電極が形成されている下部表示板と、２つの表示板の間に入っ
ている液晶層と、を含む。画素電極と共通電極に電位差を与えると液晶層に電場が生成さ
れ、この電場によって方向が決められる。液晶分子の配列方向に応じて入射光の透過率が
決められるので、２つの電極間の電位差を調節することによって所望の映像を表示するこ
とができる。
【０００３】
　このような液晶表示装置の中でも、電場が印加されない状態で液晶分子の長軸を上下表
示板に対して垂直をなすように配列した垂直配向方式（ｖｅｒｔｉｃａｌｌｙ　ａｌｉｇ
ｎｅｄ　ｍｏｄｅ）の液晶表示装置は、コントラスト比が大きく、基準視野角が広くて注
目されている。ここで、基準視野角とは、コントラスト比が１：１０である視野角または
階調間輝度反転限界角度を意味する。
【０００４】
　垂直配向方式液晶表示装置で広視野角を実現するための手段としては、電界生成電極に
切開部を形成する方法及び電界生成電極上に突起を形成する方法などがある。切開部また
は突起は液晶分子が傾く方向を決めるので、これらを多様に配置して液晶分子の傾斜方向
を多様に方向に分散させることにより基準視野角を広めることができる。
【０００５】
　しかし、突起及び切開部などのある部分は光が透過することが難しいため、これらが多
いほど開口率が低下する。開口率を高めるために画素電極を広めた超高開口率構造が提示
された。しかし、依然として超高開口率構造でも開口率が低下しやすく、透過率を向上さ
せることは難しかった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が目的とする技術的課題は、液晶表示装置の開口率を高めて、透過率及び視認性
を同時に向上させることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の液晶表示装置は、複数の画素と、ゲート信号を伝達する複数のゲート線と、デ
ータ電圧を伝達する複数のデータ線と、を含む液晶表示装置であって、前記各画素は、第
１及び第２液晶キャパシタと、前記第１液晶キャパシタと連結されている第１端子と、電
圧レベルが周期的に変化する第１維持電極信号または当該第１維持電極信号と位相が反対
である第２維持電極信号の印加を受ける第２端子とを有する第１ストレージキャパシタと
、前記第２液晶キャパシタと連結されている第１端子と前記第１維持電極信号の印加を受
ける第２端子とを有する第２ストレージキャパシタと、前記第２液晶キャパシタと連結さ
れている第１端子と前記第２維持電極信号の印加を受ける第２端子とを有する第３ストレ
ージキャパシタと、前記ゲート線、前記データ線、前記第１液晶キャパシタ、及び前記第
１ストレージキャパシタと連結されている第１スイッチング素子と、前記ゲート線、前記
データ線、前記第２液晶キャパシタ、前記第２及び第３ストレージキャパシタと連結され
ている第２スイッチング素子と、を含み、前記第１及び第２維持電極信号の電圧レベルは
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、前記第１及び第２スイッチング素子が遮断された後に変化する。
【０００８】
　隣接した画素の前記第１ストレージキャパシタには、前記第１維持電極信号及び前記第
２維持電極信号のうちの互いに異なる信号が印加されてもよい。
【００１０】
　奇数番目ゲート線に連結された前記第１及び第２スイッチング素子が順次に導通した後
、偶数番目ゲート線に連結された前記第１及び第２スイッチング素子が順次に導通するこ
とができる。
【００１１】
　前記第１及び第２維持電極信号は、前記奇数番目ゲート線に連結された前記第１及び第
２スイッチング素子が導通した後、前記偶数番目ゲート線に連結された前記第１及び第２
スイッチング素子が導通する前に電圧レベルが変化し、前記偶数番目ゲート線に連結され
た前記第１及び第２スイッチング素子が導通した後、前記奇数番目ゲート線に連結された
前記第１及び第２スイッチング素子が導通する前に電圧レベルが変化し得る。
【００１２】
　前記第１維持電極信号を伝達する複数の第１維持電極線と、前記第２維持電極信号を伝
達する複数の第２維持電極線と、前記複数の第１維持電極線を連結する第１信号線と、前
記複数の第２維持電極線を連結する第２信号線と、前記第１信号線と前記第１維持電極線
との間に各々連結されていて、前記ゲート信号によって導通または遮断される複数の第３
スイッチング素子と、前記第２信号線と前記第２維持電極線との間に各々連結されていて
、前記ゲート信号によって導通または遮断される複数の第４スイッチング素子と、をさら
に含むことができる。
【００１３】
　前記第１及び第２液晶キャパシタは、第１及び第２副画素電極と共通電極とを含み、前
記第１及び第２副画素電極の各々は、傾斜方向が互いに異なる少なくとも２つの平行四辺
形の電極片を含むことができる。
【００１４】
　前記第２副画素電極の面積は、前記第１副画素電極の面積よりも大きくてもよい。
【００２２】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、複数のゲート線と、複数のデータ線と、第１及び
第２維持電極線と、前記ゲート線及び前記データ線と連結されている第１及び第２スイッ
チング素子と、前記第１スイッチング素子と連結されている第１液晶キャパシタと、前記
第２スイッチング素子と連結されている第２液晶キャパシタと、前記第１スイッチング素
子及び前記第１または第２維持電極線と連結されている第１ストレージキャパシタと、前
記第２スイッチング素子及び前記第１維持電極線と連結されている第２ストレージキャパ
シタと、前記第２スイッチング素子及び前記第２維持電極線と連結されている第３ストレ
ージキャパシタと、を各々含む複数の画素と、を含む液晶表示装置の駆動方法であって、
前記第１及び第２液晶キャパシタを充電する段階と、前記第１維持電極線の電圧を上げ、
かつ前記第２維持電極線の電圧を下げて、または、前記第１維持電極線の電圧を下げ、か
つ前記第２維持電極線の電圧を上げて、前記第１液晶キャパシタの電圧を上昇または下降
させる段階と、を含む。
【００２３】
　前記第１及び第２液晶キャパシタを充電する段階は、前記データ線にデータ電圧を印加
する段階と、前記ゲート線に第１電圧を印加して前記第１及び第２スイッチング素子を導
通させることによって、前記データ電圧を前記第１及び第２液晶キャパシタに伝達する段
階と、前記ゲート線に第２電圧を印加して前記第１及び第２スイッチング素子を遮断させ
る段階と、を含むことができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、液晶表示装置の開口率を高めながら、透過率及び視認性を同時に向上
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させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下では添付した図面を参照して本発明の実施形態について本発明の属する技術分野に
おける通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本発明
は多様で相異なる形態で実現でき、ここで説明する実施形態に限定されない。
【００２８】
　図面で多様な層及び領域を明確に表現するために厚さを拡大して示した。明細書全体に
わたって類似な部分については同一図面符号を付けた。層、膜、領域、及び板などの部分
が他の部分の“上”にあるとするとき、これは他の部分の“直上”にある場合だけでなく
、その中間に他の部分がある場合も含む。反対に、ある部分が他の部分の“直上”にある
とするときには、中間に他の部分がないことを意味する。
【００２９】
　まず、図１及び図２を参照して本発明の一実施形態による液晶表示装置について詳細に
説明する。
【００３０】
　図１は本発明の一実施形態による液晶表示装置のブロック図であり、図２は本発明の一
実施形態による液晶表示装置の２つの画素に対する等価回路図である。
【００３１】
　図１に示したように、本発明の一実施形態による液晶表示装置は、液晶表示板組立体３
００と、これと連結されたゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００と、データ駆動部
５００に連結された階調電圧生成部８００と、これらを制御する信号制御部６００と、を
含む。
【００３２】
　液晶表示板組立体３００は、等価回路で見る場合、複数の信号線（図示せず）及びこれ
に連結されていて、ほぼ行列形態で配列された複数の画素ＰＸを含む。これに反し、図２
に示した構造で見る場合、液晶表示板組立体３００は互いに対向する下部及び上部表示板
１００，２００と、それらの間に入っている液晶層３とを含む。
【００３３】
　信号線はゲート信号（“走査信号”とも言う）Ｖｇを伝達する複数のゲート線Ｇとデー
タ信号Ｖｄを伝達する複数のデータ線Ｄとを含む。ゲート線Ｇはほぼ行方向に伸びて互い
にほとんど平行しており、データ線Ｄはほぼ列方向に伸びて互いにほとんど平行している
。また、本実施形態において、データ線Ｄは直線的に伸びている。
【００３４】
　信号線は、第１維持電極信号を伝達する第１維持電極線Ｓａと第２維持電極信号を伝達
する第２維持電極線Ｓｂとを含む。第１維持電極信号と第２維持電極信号の位相は互いに
反対である。
【００３５】
　各画素ＰＸは第１及び第２副画素ＰＸ１，ＰＸ２を含み、各副画素ＰＸ１，ＰＸ２はス
イッチング素子Ｑ１，Ｑ２、液晶キャパシタ（第１及び第２液晶キャパシタ）Ｃｌｃ１，
Ｃｌｃ２、及びストレージキャパシタ（第１乃至第３ストレージキャパシタ）Ｃｓｔ１，
Ｃｓｔ２，Ｃｓｔ３を含む。第１副画素ＰＸ１はストレージキャパシタＣｓｔ１を含み、
第２副画素ＰＸ２は２つのストレージキャパシタＣｓｔ２，Ｃｓｔ３を含む。
【００３６】
　第１及び第２スイッチング素子Ｑ１，Ｑ２はゲート線Ｇと連結されている制御端子（ゲ
ート電極）、データ線Ｄと連結されている入力端子（ソース電極）、及び液晶キャパシタ
Ｃｌｃ１，Ｃｌｃ２及びストレージキャパシタＣｓｔ１，Ｃｓｔ２，Ｃｓｔ３と連結され
ている出力端子（ドレイン電極）を有する。
【００３７】
　液晶キャパシタＣｌｃ１，Ｃｌｃ２は下部表示板１００の副画素電極１９１ａ，１９１
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ｂと上部表示板２００の共通電極２７０を２つの端子とし、副画素電極１９１ａ，１９１
ｂと共通電極２７０との間の液晶層３は誘電体として機能する。一対の副画素電極１９１
ａ，１９１ｂは互いに分離されていて、一つの画素電極１９１を構成する。共通電極２７
０は上部表示板２００の全面に形成されていて、共通電圧Ｖｃｏｍの印加を受ける。液晶
層３は負の誘電率異方性を有し、液晶層３の液晶分子は電場のない状態でその長軸が２つ
の表示板の表面に対して垂直をなすように配向されていてもよい。
【００３８】
　副画素電極１９１ａ，１９１ｂの各々は、少なくとも図３Ａに示される平行四辺形の電
極片１９６一つと、図３Ｂに示した平行四辺形の電極片１９７一つとを含む。
【００３９】
　図３Ａ及び図３Ｂに示したように、電極片１９６，１９７の各々は一対の斜辺１９６ｏ
，１９７ｏ及び、一対の横辺１９６ｔ，１９７ｔを有してほぼ平行四辺形である。各斜辺
１９６ｏ，１９７ｏは横辺１９６ｔ，１９７ｔに対して斜角（ｏｂｌｉｑｕｅ　ａｎｇｌ
ｅ）をなし、斜角の大きさはほぼ４５度乃至１３５度であるのが好ましい。便宜上、以下
では底辺１９６ｔ，１９７ｔを中心に垂直状態で傾いた方向（“傾斜方向”）によって区
分し、図３Ａのように右側に傾いた場合を“右傾斜”と言い、図３Ｂのように左に傾いた
場合を“左傾斜”と言う。
【００４０】
　第１副画素ＰＸ１のストレージキャパシタＣｓｔ１の端子はスイッチング素子Ｑ１及び
第１維持電極線Ｓａに連結されており、第２副画素ＰＸ２の一のストレージキャパシタＣ
ｓｔ２の端子はスイッチング素子Ｑ２及び第１維持電極線Ｓａに連結されており、第２副
画素ＰＸ２の他のストレージキャパシタＣｓｔ３の端子はスイッチング素子Ｑ２及び第２
維持電極線Ｓｂに連結されている。第２副画素ＰＸ２の２つのストレージキャパシタＣｓ
ｔ２，Ｃｓｔ３の維持容量は同一であってもよい。
【００４１】
　一方、色表示を実現するためには各画素ＰＸが基本色のうちの一つを固有に表示したり
（空間分割）、各画素ＰＸが時間によって交互に基本色を表示するようにしたり（時間分
割）して、これらの基本色の空間的、時間的合計で所望の色相を認識する。基本色の例と
しては、赤色、緑色、及び青色など三原色がある。図２は空間分割の一例であって、各画
素ＰＸが上部表示板２００の領域に基本色のうちの一つを示す色フィルター２３０を備え
ることを示している。図３とは異なって、色フィルター２３０は下部表示板１００の副画
素電極１９１ａ，１９１ｂの上または下に形成されてもよい。
【００４２】
　表示板１００，２００の外側には各々偏光子（図示せず）が備えられているが、反射型
液晶表示装置の場合には２つの偏光子のうちの１つが省略できる。２つの偏光子の偏光軸
は直交することができ、直交偏光子である場合には電場のない液晶層３に入った入射光を
遮断する。
【００４３】
　再び図１を参照すれば、階調電圧生成部８００は画素ＰＸの透過率と関連する複数の階
調電圧（または基準階調電圧）を生成する。
【００４４】
　ゲート駆動部４００は液晶表示板組立体３００のゲート線Ｇと連結されて、ゲートオン
電圧（第１電圧）Ｖｏｎとゲートオフ電圧（第２電圧）Ｖｏｆｆの組み合わせからなるゲ
ート信号Ｖｇをゲート線Ｇに印加する。
【００４５】
　データ駆動部５００は液晶表示板組立体３００のデータ線Ｄと連結されており、階調電
圧生成部８００からの階調電圧を選択し、これをデータ信号Ｖｄとしてデータ線Ｄに印加
する。しかし、階調電圧生成部８００が全ての階調に対する電圧を全て提供することなく
、決められた数の基準階調電圧のみを提供する場合、データ駆動部５００は基準階調電圧
を分圧して全階調に対する階調電圧を生成し、この中でデータ信号Ｖｄを選択する。
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【００４６】
　信号制御部６００は、ゲート駆動部４００及びデータ駆動部５００などを制御する。
【００４７】
　このような駆動装置（ゲート駆動部４００、データ駆動部５００、信号制御部６００、
及び階調電圧生成部８００）の各々は少なくとも一つの集積回路チップの形態で液晶表示
板組立体３００上に直接装着されたり、可撓性印刷回路膜（図示せず）上に装着されてＴ
ＣＰ（ｔａｐｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｐａｃｋａｇｅ）の形態で液晶表示板組立体３００に
付着されたり、別途の印刷回路基板（図示せず）上に装着されてもよい。これとは異なっ
て、これら駆動装置が液晶表示板組立体３００に集積されることもできる。また、これら
の駆動装置は単一チップで集積されてもよく、この場合、これらのうちの少なくとも一つ
またはこれらを構成する少なくとも一つの回路素子が単一チップの外側にあってもよい。
【００４８】
　次に、このような液晶表示板組立体３００について図４乃至図６を参照して詳細に説明
する。
【００４９】
Ｖ　図４は本発明の一実施形態による液晶表示装置の配置図であり、図５及び図６は各々
図４に示した液晶表示装置のＶ－Ｖ線及びVI-VI線に沿った断面図である。
【００５０】
　図４乃至図６を参照すれば、本発明の一実施形態による液晶表示板組立体は、薄膜トラ
ンジスタ表示板である下部表示板１００と、共通電極表示板である上部表示板２００と、
これら２つの表示板１００，２００の間に入っている液晶層３と、を含む。
【００５１】
　まず、薄膜トランジスタ表示板である下部表示板１００について詳細に説明する。
【００５２】
　透明なガラスなどで作られた絶縁基板１１０上に複数のゲート線１２１及び複数対の第
１及び第２維持電極線１３１ｈ，１３１ｌが形成されている。
【００５３】
　ゲート線１２１はゲート信号を伝達して、主に横方向に伸びている。各ゲート線１２１
は上下に突出した複数のゲート電極１２４ａ，１２４ｂと他の層またはゲート駆動部４０
０との接続のために面積の広い端部１２９を含む。
【００５４】
　第１及び第２維持電極線１３１ｈ，１３１ｌは所定の電圧の印加を受け、ゲート線１２
１とほとんど平行に伸びて互いに隣接する。上側に位置した第１維持電極線１３１ｈは下
に突出していて、交互に配列されている第１及び第２維持電極１３７ｈ１，１３７ｈ２を
含み、下側に位置した第２維持電極線１３１ｌは上に突出していて、交互に配列されてい
る第３及び第４維持電極１３７ｌ１，１３７ｌ２を含む。第２維持電極１３７ｈ２と第４
維持電極１３７ｌ２とは互いに対向しており、第１維持電極１３７ｈ１と第３維持電極１
３７ｌ１とは交互に配置されている。しかし、維持電極線１３１ｈ，１３１ｌの模様及び
配置は多様に変更することができる。
【００５５】
　ゲート線１２１及び維持電極線１３１ｈ，１３１ｌはアルミニウム及びアルミニウム合
金などのアルミニウム系金属、銀及び銀合金などの銀系金属、銅及び銅合金などの銅系金
属、モリブデン及びモリブデン合金などのモリブデン系金属、クロム、タンタル、もしく
はチタニウムなどで作ることができる。しかし、これらは物理的性質の異なる２つの導電
膜（図示せず）を含む多重膜構造を有することもできる。このうちの一の導電膜は信号遅
延及び電圧降下などを減らせるように比抵抗の低い金属、例えば、アルミニウム系金属、
銀系金属、及び銅系金属などで作られる。これとは異なって、他の導電膜は、他の物質、
特にＩＴＯ（酸化インジウムスズ）及びＩＺＯ（酸化インジウム亜鉛）との物理的、化学
的、及び電気的接触特性に優れた物質、例えば、モリブデン系金属、クロム、チタニウム
、及びタンタルなどで作られる。このような組み合わせの良い例としては、クロム下部膜
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とアルミニウム（合金）上部膜、及び、アルミニウム（合金）下部膜とモリブデン（合金
）上部膜などがある。しかし、ゲート線１２１及び維持電極線１３１ｈ，１３１ｌは、そ
の他にも多様な金属または導電体で作ることができる。
【００５６】
　ゲート線１２１及び維持電極線１３１ｈ，１３１ｌの側面は、基板１１０面に対して傾
いており、その傾斜角は約３０度乃至約８０度であるのが好ましい。
【００５７】
　ゲート線１２１及び維持電極線１３１ｈ，１３１ｌ上には窒化シリコン（ＳｉＮｘ）及
び酸化シリコン（ＳｉＯｘ）などで作られたゲート絶縁膜１４０が形成されている。
【００５８】
　ゲート絶縁膜１４０上には水素化非晶質シリコン（非晶質シリコンは略称ａ－Ｓｉとも
言う）及び多結晶シリコンなどで作られた複数の第１及び第２島形半導体１５４ａ，１５
４ｂが形成されている。第１及び第２島形半導体１５４ａ，１５４ｂは各々第１及び第２
ゲート電極１２４ａ，１２４ｂ上に位置する。
【００５９】
　それぞれの第１島形半導体１５４ａ上には一対の島形抵抗性接触部材１６３ａ，１６５
ａが形成されており、それぞれの第２島形半導体１５４ｂ上にも一対の島形抵抗性接触部
材１６３ｂ，１６５ｂが形成されている。抵抗性接触部材１６３ａ，１６５ａ，１６３ｂ
，１６５ｂはリンなどのｎ型不純物が高濃度でドーピングされているｎ＋水素化非晶質シ
リコンなどの物質で作られたり、シリサイドで作られたりすることができる。
【００６０】
　半導体１５４ａ，１５４ｂ及び抵抗性接触部材１６３ａ，１６５ａ，１６３ｂ，１６５
ｂの側面もまた基板１１０面に対して傾いており、傾斜角は３０度乃至８０度程度である
。
【００６１】
　抵抗性接触部材１６３ａ，１６５ａ，１６３ｂ，１６５ｂ及びゲート絶縁膜１４０上に
は複数のデータ線１７１と複数対の第１及び第２ドレイン電極１７５ａ，１７５ｂを含む
データ導電体が形成されている。
【００６２】
　データ線１７１はデータ信号を伝達し、主に縦方向に伸びてゲート線１２１及び維持電
極線１３１ｈ，１３１ｌと交差する。各データ線１７１は第１及び第２ゲート電極１２４
ａ，１２４ｂに向かって各々伸びて、Ｕ字型に屈曲した複数対の第１及び第２ソース電極
１７３ａ，１７３ｂと他の層またはデータ駆動部５００との接続のために面積の広い端部
１７９とを含む。データ駆動部５００が基板１１０上に集積されている場合、データ線１
７１が伸びてこれと直接的に連結される。
【００６３】
　第１及び第２ドレイン電極１７５ａ，１７５ｂは互いに分離されていて、データ線１７
１とも分離されている。第１及び第２ドレイン電極１７５ａ，１７５ｂは、第１及び第２
ゲート電極１２４ａ，１２４ｂを中心に第１及び第２ソース電極１７３ａ，１７３ｂと対
向する。
【００６４】
　第１及び第２ドレイン電極１７５ａ，１７５ｂは第１及び第２ソース電極１７３ａ，１
７３ｂにより一部が囲まれた一方の端部から上方に向かって直線的に伸びている。第１及
び第２ドレイン電極１７５ａ，１７５ｂは維持電極線１３１ｈ，１３１ｌとの交差点付近
で拡張された拡張部１７７ａ，１７７ｂを含む。第１ドレイン電極１７５ａの拡張部１７
７ａは第１維持電極１３７ｈ１または第３維持電極１３７ｌ１と重なり、第２ドレイン電
極１７５ｂの拡張部１７７ｂは第２維持電極１３７ｈ２及び第４維持電極１３７ｌ２と重
なる。行方向及び列方向に隣接した第１ドレイン電極１７５ａの拡張部１７７ａは互いに
異なる維持電極１３７ｈ１，１３７ｌ１と重なる。
【００６５】
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　第１及び第２ゲート電極１２４ａ，１２４ｂ、第１及び第２ソース電極１７３ａ，１７
３ｂ、ならびに第１及び第２ドレイン電極１７５ａ，１７５ｂは、第１及び第２半導体１
５４ａ，１５４ｂと共に第１及び第２薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）Ｑ１，Ｑ２を構成し、
第１及び第２薄膜トランジスタＱ１，Ｑ２のチャンネルは、第１及び第２ソース電極１７
３ａ，１７３ｂと第１及び第２ドレイン電極１７５ａ，１７５ｂとの間の第１及び第２半
導体１５４ａ，１５４ｂに形成される。
【００６６】
　データ線１７１及びドレイン電極１７５ａ，１７５ｂを含むデータ導電体は、モリブデ
ン、クロム、タンタル及びチタニウムなどの耐火性金属またはこれらの合金で作られるの
が好ましく、耐火性金属膜（図示せず）と低抵抗導電膜（図示せず）を含む多重膜構造を
有することができる。多重膜構造の例としては、クロムまたはモリブデン（合金）下部膜
とアルミニウム（合金）上部膜の二重膜、及び、モリブデン（合金）下部膜とアルミニウ
ム（合金）中間膜とモリブデン（合金）上部膜の三重膜などがある。しかし、データ導電
体は、この他にも多様な金属または導電体で作られることができる。
【００６７】
　データ導電体もまた、その側面が基板１１０面に対して３０度乃至８０度程度の傾斜角
で傾いているのが好ましい。
【００６８】
　抵抗性接触部材１６３ａ，１６５ａ，１６５ａ，１６５ｂは、その下の半導体１５４ａ
，１５４ｂと、その上のデータ導電体１７１，１７５ａ，１７５ｂとの間にのみ存在し、
これらの間の接触抵抗を低くする。半導体１５４ａ，１５４ｂにはソース電極１７３ａ，
１７３ｂとドレイン電極１７５ａ，１７５ｂとの間をはじめとしてデータ導電体で覆われ
ずに露出された部分がある。
【００６９】
　データ導電体及び露出された半導体１５４ａ，１５４ｂ部分上には保護膜（有機膜）１
８０が形成されている。保護膜１８０はさらに低い誘電率を有して厚さを厚く形成できる
有機絶縁物で作られてもよい。そのため、画素電極１９１とデータ線１７１とが重なって
も画素電極１９１とデータ線１７１との間を絶縁して寄生容量が形成されることを防止す
ることができる。有機絶縁物は４．０以下の誘電定数を有することが好ましく、感光性を
有することもできる。また、保護膜１８０は無機絶縁物からなることもでき、有機膜の優
れた絶縁特性を生かしながら、露出された半導体１５４ａ，１５４ｂ部分に害にならない
ように下部無機膜と上部有機膜との二重膜構造を有することができる。
【００７０】
　保護膜１８０にはデータ線１７１の端部１７９を露出する複数の接触孔１８２、第１ド
レイン電極１７５ａの拡張部１７７ａを露出する複数の接触孔１８５ａ、及び第２ドレイ
ン電極１７５ｂの拡張部１７７ｂを露出する複数の接触孔１８５ｂが形成されている。保
護膜１８０及びゲート絶縁膜１４０には、ゲート線１２１の端部１２９を各々露出する複
数の接触孔１８１が形成されている。
【００７１】
　保護膜１８０上には複数の画素電極１９１及び複数の接触補助部材８１，８２が形成さ
れている。これらはＩＴＯ及びＩＺＯなどの透明な導電物質、または、アルミニウム、銀
、クロム、及びその合金などの反射性金属で作られてもよい。
【００７２】
　各画素電極１９１は互いに分離されていて、列方向に隣接した一対の第１及び第２副画
素電極１９１ａ，１９１ｂを含む。第１及び第２副画素電極１９１ａ，１９１ｂは傾斜方
向が互いに異なる２つの平行四辺形の電極片を含み、２つの電極片の斜辺が繋いで一度折
れた一対の屈曲辺をなす。また、第１副画素電極１９１ａの面積は、第２副画素電極１９
１ｂの面積よりも小さい。
【００７３】
　第１及び第２副画素電極１９１ａ，１９１ｂは、第１及び第２ドレイン電極１７５ａ，
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１７５ｂの拡張部１７７ａ，１７７ｂ上に伸びた突出部１９７ａ，１９７ｂを含む。なお
、本実施の形態において、第１及び第２維持電極線１３１ｈ，１３１ｌは、第１副画素電
極１９１ａと第２副画素電極１９１ｂとの間に位置する。
【００７４】
　第１副画素電極１９１ａは接触孔１８５ａを通じて第１ドレイン電極１７５ａと連結さ
れており、第２副画素電極１９１ｂは接触孔１８５ｂを通じて第２ドレイン電極１７５ｂ
と連結されている。
【００７５】
　第１及び第２副画素電極１９１ａ，１９１ｂと上部表示板２００の共通電極２７０とは
、それらの間の液晶層３部分と共に第１及び第２液晶キャパシタＣｌｃ１，Ｃｌｃ２を構
成し、薄膜トランジスタＱ１，Ｑ２が遮断された後にも印加された電圧を維持する。
【００７６】
　第１副画素電極１９１ａ及びこれと連結された第１ドレイン電極１７５ａは、第１また
は第３維持電極１３７ｈ１，１３７ｌ１と重なって第１ストレージキャパシタＣｓｔ１を
構成する。また、第２副画素電極１９１ｂ及びこれと連結された第２ドレイン電極１７５
ｂは第２維持電極１３７ｈ２と重なって第２ストレージキャパシタＣｓｔ２を構成し、第
４維持電極１３７ｌ２と重なって第３ストレージキャパシタＣｓｔ３を構成する。このよ
うなストレージキャパシタＣｓｔ１，Ｃｓｔ２，Ｃｓｔ３は、液晶キャパシタＣｌｃ１，
Ｃｌｃ２の電圧維持能力を強化する。
【００７７】
　接触補助部材８１，８２は各々接触孔１８１，１８２を通じてゲート線１２１の端部１
２９及びデータ線１７１の端部１７９と連結される。接触補助部材８１，８２はゲート線
１２１の端部１２９及びデータ線１７１の端部１７９と外部装置との接着性を補完し、こ
れらを保護する。
【００７８】
　次に、上部表示板２００について説明する。
【００７９】
　透明なガラス及びプラスチックなどで作られた絶縁基板２１０上に遮光部材２２０が形
成されている。遮光部材２２０は画素電極１９１の屈曲辺に対応する屈曲部（図示せず）
と薄膜トランジスタに対応する四角形部分（図示せず）を含むことができ、画素電極１９
１の間の光漏れを防止し、画素電極１９１と対向する開口領域を画定する。
【００８０】
　また、基板２１０及び遮光部材２２０上には、複数の色フィルター２３０が形成されて
いる。色フィルター２３０は遮光部材２２０で囲まれた領域内にほとんど存在し、画素電
極１９１列に沿って長く伸びることができる。各色フィルター２３０は赤色、緑色、及び
青色の三原色などの基本色のうちの一つを表示することができる。
【００８１】
　色フィルター２３０及び遮光部材２２０上には蓋膜２５０が形成されている。蓋膜２５
０は有機絶縁物で作られてもよく、色フィルター２３０が露出されることを防止し、平坦
面を提供する。蓋膜２５０は省略することができる。
【００８２】
　蓋膜２５０上には共通電極２７０が形成されている。共通電極２７０はＩＴＯ及びＩＺ
Ｏなどの透明な導電体などで作られ、複数の切開部７１ａ，７１ｂを有する。
【００８３】
　切開部７１ａ，７１ｂの数は設計要素に応じて変わることがあり、遮光部材２２０が切
開部７１ａ，７１ｂと重なって切開部７１ａ，７１ｂ付近の光漏れを遮断することができ
る。
【００８４】
　表示板１００，２００の内側には配向膜１１，２１が形成されていて、これらは垂直配
向であり得る。
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【００８５】
　表示板１００，２００の外側には偏光子（図示せず）が備えられているが、２つの偏光
子の偏光軸は直交し、副画素電極１９１ａ，１９１ｂの屈曲辺とほぼ４５度の角度をなす
ことが好ましい。反射型液晶表示装置の場合には、２つの偏光子のうちの１つが省略でき
る。
【００８６】
　液晶表示装置は、偏光子１２，２２、位相遅延膜、表示板１００，２００、及び液晶層
３に光を供給する照明部（図示せず）を含むことができる。
【００８７】
　液晶層３は負の誘電率異方性を有し、液晶層３の液晶分子は電場のない状態でその長軸
が２つの表示板の表面に対して垂直をなすように配向されている。
【００８８】
　切開部７１ａ，７１ｂは突起（図示せず）及び陥没部（図示せず）などに代替できる。
突起は有機物または無機物で作られてもよく、画素電極１９１及び共通電極２７０それぞ
れの上または下に配置されてもよい。
【００８９】
　次に、図１乃至図６に示した液晶表示装置の動作について詳細に説明する。
【００９０】
　信号制御部６００は、外部のグラフィック制御機（図示せず）から入力映像信号Ｒ，Ｇ
，Ｂ及びその表示を制御する入力制御信号を受信する。入力映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂは各画素
ＰＸの輝度情報を含んでおり、輝度は決められた数、例えば、１０２４（＝２１０）、２
５６（＝２８）、または６４（＝２６）個の階調を有している。入力制御信号の例として
は、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ、水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、メインクロックＭＣＬＫ、及び
データイネーブル信号ＤＥなどがある。
【００９１】
　信号制御部６００は入力映像信号Ｒ，Ｇ，Ｂ及び入力制御信号に基づいて入力映像信号
Ｒ，Ｇ，Ｂを液晶表示板組立体３００及びデータ駆動部５００の動作条件に合わせて適切
に処理し、ゲート制御信号ＣＯＮＴ１及びデータ制御信号ＣＯＮＴ２などを生成した後、
ゲート制御信号ＣＯＮＴ１をゲート駆動部４００に出力し、データ制御信号ＣＯＮＴ２及
び処理した映像信号ＤＡＴをデータ駆動部５００に出力する。出力映像信号ＤＡＴはデジ
タル信号として決められた数の値（または階調）を有する。
【００９２】
　ゲート制御信号ＣＯＮＴ１は走査開始を指示する走査開始信号ＳＴＶ及びゲートオン電
圧Ｖｏｎの出力周期を制御する少なくとも一つのクロック信号を含む。また、ゲート制御
信号ＣＯＮＴ１は、ゲートオン電圧Ｖｏｎの持続時間を限定する出力イネーブル信号ＯＥ
をさらに含むことができる。
【００９３】
　データ制御信号ＣＯＮＴ２は一束の画素ＰＸに対する映像データの伝送開始を知らせる
水平同期開始信号ＳＴＨと液晶表示板組立体３００にデータ信号Ｖｄを印加することを命
令するロード信号ＬＯＡＤ及びデータクロック信号ＨＣＬＫとを含む。データ制御信号Ｃ
ＯＮＴ２はまた、共通電圧Ｖｃｏｍに対するデータ信号Ｖｄの電圧極性（以下、“共通電
圧に対するデータ信号の電圧極性”を省略して“データ信号の極性”と言う）を反転させ
る反転信号ＲＶＳをさらに含むことができる。
【００９４】
　信号制御部６００からのデータ制御信号ＣＯＮＴ２によって、データ駆動部５００は一
束の画素に対するデジタル映像信号ＤＡＴを受信し、各デジタル映像信号ＤＡＴに対応す
る階調電圧を選択することによって、デジタル映像信号ＤＡＴをアナログデータ信号Ｖｄ
に変換した後、これを当該データ線１７１に印加する。この時、隣接したデータ線１７１
には互いに異なる極性のデータ信号Ｖｄが印加される。
【００９５】
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　ゲート駆動部４００は信号制御部６００からのゲート制御信号ＣＯＮＴ１によってゲー
トオン電圧Ｖｏｎをゲート線１２１に印加し、このゲート線１２１に連結されたスイッチ
ング素子Ｑ１，Ｑ２を導通させる。その結果、データ線１７１に印加されたデータ信号Ｖ
ｄが導通したスイッチング素子Ｑ１，Ｑ２を通じて当該副画素ＰＸ１，ＰＸ２に印加され
る。
【００９６】
　次いで、ゲート線Ｇにゲートオフ電圧Ｖｏｆｆを印加してスイッチング素子Ｑ１，Ｑ２
は遮断される。
【００９７】
　一方、第１維持電極線１３１ｈと第２維持電極線１３１ｌには位相が反対である第１及
び第２維持電極信号が各々印加され、スイッチング素子Ｑ１，Ｑ２が遮断された後、第１
及び第２維持電極信号の電圧レベルを各々反転させる。その結果、第１及び第２維持電極
信号のうちのいずれか一つのみの印加を受ける第１副画素ＰＸ２の副画素電極１９１ａの
電圧は上昇または下降し、第１及び第２維持電極信号の全ての印加を受ける第２副画素Ｐ
Ｘ２の副画素電極１９１ｂ電圧は上昇分と下降分が相殺されて電圧変化がほとんど変わら
ない。この時、正極性（＋）のデータ電圧Ｖｄの印加を受けた第１副画素ＰＸ１に印加さ
れる維持電極信号の電圧は上昇し、これと反対に負極性（－）のデータ電圧Ｖｄの印加を
受けた第１副画素ＰＸ１に印加される維持電極信号の電圧は下降させる。このようにする
と、第１副画素電極１９１ａの電圧が第２副画素電極１９１ｂの電圧よりも高くなり、そ
のために第１液晶キャパシタＣｌｃ１両端の電圧が第２液晶キャパシタＣｌｃ２両端の電
圧よりも高くなる。
【００９８】
　このように第１または第２液晶キャパシタＣｌｃ１，Ｃｌｃ２の両端に電位差が生じる
と、表示板１００，２００の表面にほとんど垂直の主電場が液晶層３に生成される（以下
では画素電極１９０及び共通電極２７０をともに“電場生成電極”という）。その結果、
液晶層３の液晶分子は電場に応答してその長軸が電場の方向に垂直をなすように傾き、液
晶分子が傾いた程度によって液晶層３に入射光の偏光の変化程度が変わる。このような偏
光の変化は偏光子によって透過率変化で現れ、これによって液晶表示装置は映像を表示す
る。
【００９９】
　液晶分子が傾く角度は電場の強さによって変わるが、２つの液晶キャパシタＣｌｃ１，
Ｃｌｃ２の電圧が互いに異なるので、液晶分子が傾いた角度が異なり、そのために２つの
副画素ＰＸ１，ＰＸ２の輝度が異なる。したがって、第１液晶キャパシタＣｌｃ１の電圧
と第２液晶キャパシタＣｌｃ２の電圧を適切に合わせれば、側面から見る映像を正面で見
る映像に最大限に近くすることができ、つまり、側面ガンマ曲線を正面ガンマ曲線に最大
限に近くすることができ、このようにすることで側面視認性を向上することができる。
【０１００】
　また、電圧の高い第１副画素電極１９１ａの面積を第２副画素電極１９１ｂの面積より
も小さくすれば、側面ガンマ曲線を正面ガンマ曲線にさらに近くすることができる。
【０１０１】
　１水平周期（“１Ｈ”とも言い、水平同期信号Ｈｓｙｎｃ及びデータイネーブル信号Ｄ
Ｅの一周期と同一である）を単位としてこのような過程を繰り返すことによって、全ての
ゲート線Ｇに対して順次にゲートオン電圧Ｖｏｎを印加して、全ての画素ＰＸにデータ信
号Ｖｄを印加して一つのフレームの映像を表示する。
【０１０２】
　一つのフレームが終われば、次のフレームが始まり、各画素ＰＸに印加されるデータ信
号Ｖｄの極性が直前フレームでの極性と反対になるようにデータ駆動部５００に印加され
る反転信号ＲＶＳの状態が制御される（“フレーム反転”）。
【０１０３】
　以下では上述した図１及び図４を図７及び図８と共に参照して本発明の実施形態による
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液晶表示装置の反転駆動方法についてさらに詳細に説明する。
【０１０４】
　図７は本発明の一実施形態による液晶表示装置の反転駆動方法を説明する図面であり、
図８は図７による駆動方法で印加される電圧を示す波形図である。
【０１０５】
　図７を参照すれば、各奇数番目画素行で奇数番目画素の第１副画素ＰＸ１は第１維持電
極線１３１ｈと連結されており、偶数番目画素の第１副画素ＰＸ１は第２維持電極線１３
１ｌと連結されている。一方、各偶数番目画素行で奇数番目画素の第１副画素ＰＸ１は第
２維持電極線１３１ｌと連結されており、偶数番目画素の第１副画素ＰＸ１は第１維持電
極線１３１ｈと連結されている。なお、ここでは、図７の上から下に向かって奇数番目画
素行と偶数番目画素行とが交互に並んでおり、左から右に向かって奇数番目と偶数番目画
素とが交互に並んでいるものとする。また、第１維持電極線１３１ｈは第１信号線Ｓｈと
連結されており、第２維持電極線１３１ｌは第２信号線Ｓｌと連結されている。
【０１０６】
　図８を参照すれば、ゲートオン電圧Ｖｏｎを奇数番目ゲート線１２１に印加して、これ
と連結された奇数番目行の画素ＰＸを充電する。この時、奇数番目画素行の各々で奇数番
目画素は正極性のデータ電圧Ｖｄの印加を受け、偶数番目画素は負極性のデータ電圧Ｖｄ
の印加を受ける。
【０１０７】
　その間に第１維持電極線１３１ｈに印加される第１維持電極信号Ｖｓｈは低レベルを維
持し、第２維持電極線１３１ｌに印加される第２維持電極信号Ｖｓｌは高レベルを維持す
る。
【０１０８】
　奇数番目画素行の充電を終えると、第１維持電極信号Ｖｓｈは高レベルに上げ、第２維
持電極信号Ｖｓｌは低レベルに下げる。
【０１０９】
　その結果、奇数番目画素行の奇数番目第１副画素電極１９１ａの電圧は上昇し、偶数番
目第１副画素電極１９１ａの電圧は下降するが、第２副画素電極１９１ｂの電圧は上昇分
と下降分とが相殺されてほとんど変わらない。ところが奇数番目第１副画素電極１９１ａ
の電圧は正極性で、偶数番目第１副画素電極１９１ａの電圧は負極性であるので、極性と
関係なく第１副画素電極１９１ａの電圧は共通電圧Ｖｃｏｍから遠くなる。したがって、
奇数番目画素行で第１液晶キャパシタＣｌｃ１両端の電圧は第２液晶キャパシタＣｌｃ２
両端の電圧よりも高くなる。
【０１１０】
　一方、偶数番目画素行の奇数番目第１副画素電極１９１ａは正極性のデータ電圧Ｖｄの
印加を受け、偶数番目第１副画素電極１９１ａは負極性のデータ電圧Ｖｄの印加を受ける
。
【０１１１】
　次いで、偶数番目画素行の充電を終えて、第１及び第２維持電極信号の電圧レベルを変
えれば、偶数番目画素行の奇数番目第１副画素電極１９１ａの電圧は正極性で、偶数番目
第１副画素電極１９１ａの電圧は負極性であるので、偶数番目画素行で第１液晶キャパシ
タＣｌｃ１両端の電圧が第２液晶キャパシタＣｌｃ２両端の電圧より高くなる。この時、
奇数番目画素行の第１液晶キャパシタＣｌｃ１両端の電圧は再び下がって第２液晶キャパ
シタＣｌｃ２両端の電圧とほとんど同一になる。
【０１１２】
　このようにすれば、各画素ＰＸで第１副画素ＰＸ１の液晶キャパシタＣｌｃ１の電圧が
半フレームの間に第２副画素ＰＸ２の液晶キャパシタＣｌｃ２の電圧よりも高い状態を維
持する。
【０１１３】
　各副画素ＰＸ１，ＰＸ２の輝度は前半フレームと後半フレームの二乗平均平方根（ｒｏ
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ｏｔ　ｍｅａｎ　ｓｑｕａｒｅ：ＲＭＳ）であるので、第１副画素ＰＸ１の輝度が第２副
画素ＰＸ２よりも高い。したがって、視認性が良くなって透過率が優れている。
【０１１４】
　次に、図９乃至図１１を参照して本発明の他の実施形態による液晶表示装置の駆動方法
について説明する。
【０１１５】
　図９は本発明の他の実施形態による液晶表示装置の駆動方法を説明する図面であり、図
１０は図９で説明した駆動方法を示す波形図である。
【０１１６】
　図９を参照すれば、第１及び第２維持電極線１３１ｈ，１３１ｌが各々第３及び第４ス
イッチング素子Ｑ３，Ｑ４を通じて第１及び第２信号線Ｓｈ，Ｓｌと連結されている。第
３及び第４スイッチング素子Ｑ３，Ｑ４の制御端子は後端ゲート線１２１と連結されてお
り、入力端子は第１及び第２信号線Ｓｈ，Ｓｌと連結されており、その出力端子には第１
及び第２維持電極線１３１ｈ，１３１ｌが連結されている。
【０１１７】
　図１０を参照すれば、第１信号線Ｓｈに印加される第１維持電極信号Ｖｓｈと第２維持
電極信号Ｖｓｌの位相は互いに反対であり、一つのフレームごとにレベルが変化する。つ
まり、全ての画素ＰＸを充電した後、第１維持電極信号Ｖｓｈと第２維持電極信号Ｖｓｌ
の電圧レベルを変える。
【０１１８】
　図１１を参照すれば、例えば、ｉ番目ゲート線Ｇｉに連結されている第３及び第４スイ
ッチング素子Ｑ３，Ｑ４は、次の端、つまり、（ｉ＋１）番目ゲート線Ｇｉ＋１と連結さ
れているので、（ｉ＋１）番目ゲート線Ｇｉ＋１にゲートオン電圧Ｖｏｎが印加される時
、導通して第１及び第２維持電極信号Ｖｓｈ，Ｖｓｌを伝達し、（ｉ＋１）番目ゲート線
Ｇｉ＋１にゲートオフ電圧Ｖｏｆｆが印加される時に遮断される。したがって、第１及び
第２維持電極線の電圧Ｓｉは一つのフレームごとにその高低が変わり、各画素行の第１副
画素ＰＸ１の液晶キャパシタＣｌｃ１の画素電圧Ｖｐｉは充電された直後、電圧上昇また
は電圧降下を経験する。上昇または下降した画素電圧Ｖｐｉは一つのフレームの間にその
状態を維持する。
【０１１９】
　しかし、前記と同様に、第２副画素ＰＸの液晶キャパシタＣｌｃ２電圧は変化しないの
で、第１副画素ＰＸ１の輝度が第２副画素ＰＸ２の輝度より常にさらに高い。
【０１２０】
　このように維持電極線の電圧を変化させることによって、２つの副画素の輝度を異なら
せることができる。
【０１２１】
　以上、本発明の好ましい実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれ
に限られず、特許請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業者の多様な
変形及び改良形態もまた本発明の権利範囲に属する。
【図面の簡単な説明】
【０１２２】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による液晶表示装置の一つの画素に対する等価回路図である
。
【図３Ａ】本発明の一実施形態による液晶表示装置で画素電極を説明する図面である。
【図３Ｂ】本発明の一実施形態による液晶表示装置で画素電極を説明する図面である。
【図４】本発明の一実施形態による液晶表示装置を示す配置図である。
【図５】図４に示した液晶表示装置のＶ－Ｖ線に沿った断面図である。
【図６】図４に示した液晶表示装置のVI－VI線に沿った断面図である。
【図７】本発明の一実施形態による液晶表示装置の反転駆動時の各画素の極性を示す図面
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【図８】図７に示した反転駆動時の電圧の波形図である。
【図９】本発明の他の実施形態による液晶表示装置の反転駆動時に各画素の極性を示す図
面である。
【図１０】図９に示した反転駆動時の電圧の波形図である。
【図１１】図９に示した反転駆動時の画素電圧を他の電圧と共に示す波形図である。
【符号の説明】
【０１２３】
　　７１ａ，７１ｂ　　切開部、
　　８１，８２　　補助部材、
　　１００，２００　　表示板、
　　１１０，２１０　　基板、
　　１２１　　ゲート線、
　　１２４ａ，１２４ｂ　　ゲート電極、
　　１３１ｈ，１３１ｌ　　維持電極線、
　　１３７ｈ１，１３７ｈ２，１３７ｌ１，１３７ｌ２　　維持電極、
　　１４０　　ゲート絶縁膜、
　　１５４ａ，１５４ｂ　　半導体、
　　１６３，１６５　　抵抗性接触部材、
　　１７１　　データ線、
　　１７３ａ，１７３ｂ　　ソース電極、
　　１７５ａ，１７５ｂ　　ドレイン電極、
　　１８０　　保護膜、
　　１８１，１８５ａ，１８５ｂ　　接触孔、
　　１９１ａ，１９１ｂ　　画素電極、
　　２２０　　遮光部材、
　　２３０　　色フィルター、
　　２７０　　共通電極。
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